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田区金属プレス加工零細経営の分析（上)

統 計 分 析
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' H 事例研究 (次稿）

は じ め に

本 稿 は ， 続 稿 「墨 旧 区 金 属 プ レ ス 加 工 零 細 経 営 の 分  

•祈 （下 ） 一 事 例 研 究 一 J と と も に ， 墨 旧 区 の 金 厲 プ レ  

-ス 加 工 零 細 経 営 め 存 立 基 盤 と 機 能 を 明 ら か に す る た め  

4 こ 不 可 欠 な ， 基 礎 的 資 料 の 盤 理 ，檢 討 を 課 題 と し て い

墨旧区の全厲プレク加工零細経営は，東京の城東地 

>‘区の機械.金属加工業零細経常のラちの代表的な分野

渡 辺 学 男

を構成する零細経営層である。機械.金属加工業零細 

経営は，部品製造さらには部品の^分加工といったエ 

程を担当する場合が多く，下請層として位置づけられ 

る。大都市に存立する零細経営からなる下請層は，い 

わゆるピラミッド構造の底辺として，巨大企業の末端 

数次下講として，直線的に位置づけられる存在では 

ない。それゆえ大都市の機械. 金厲加工業零細経営は， 

層として，生産，流通上にどのような位置を占めてい 

るのか，また，そこでどのような機能を嚴たしている 

のかを，具体的に明らかにする必要がある。

本稿及び.続 稿 「事例研究j では，このような大都市 

機械 • 金属加工業零細経営層の位置づけ，存立基盤と 

機能の分析のための一環として，墨m区の金属プレス 

加工零細組営をとりあげ，その基礎的資 {̂4の整理と検 

討を行うd この検討から，大都市機械•金属加工業零 

細経営の存立基盤と機能とについて，一つの具体的示 

唆を得たいと考えている。 ’
•■統計分析j では，1977年に墨旧区役所が施した 

r墨旧区中小製造業基本実態調(查j 'の原資料であるァ 

ンケート回答個票を利用し，新たに独まに,’ 機械.金

ニ注（1 ) 本搞で零細経営という場合，業主および家族の労働力を生たる労働力とする経営をさす。従•業者担模でみるならぱ，4 
'人以下がはぱこれに該当すろ。本稿では，4人以下の零細経営を中心に分析しそれを, 小企業との過渡形態といえる5 
人から9人の経営と比較しながら論を進める。

■ ( 2 ) 本稿で機械. 金属加工業という場合，金属素材を製造する1次企厲加工業(中分親業番母の31と32)を除く，■么厲の2 
次加工を主/こる工程として扱う業播すべてを合めて考えている。それゆん中分類業種の金ぼ製品（33) と34から37 の 
各機械の製造業5 業種より広い範miの業すあを包摂している。 .

(3 ) 拙稿r大都市における機械!:業零細経営の機能と存立基盤一; ホ部坡恥也域の場合J(r三fu学会雜誌J 7 2卷2母， 

1979年4 月）は，との点を具体的に，城南地域の機械工業奪細経常を例にとってみている。

，（4 ) との調:せの全化が;な分析結果は，墨旧区役所『堪ffl区中小製造業基本樊態調査報告1979年1月，として，繊せ雄, 

他niJH孝，併藤公一‘の3氏によってまめられ，報告されている。また，このためめプンケート調査は，愚出区役所職員 

全員によって0 収され，9p %以上をこえるという，高率の回収率を達成しズいる。アンケ-•ト原票の:PJ集の機会を与え 

てくれた，化藤氏および墨山区役所のill当者に対レ心より謝意を表しんい。
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( 5 )

厲加工業について染評し，その結果を检討した。そ 

の中から，墨m区機械.を厲加工業中や最も多くの事 

業所が存在する金腐プレスエ菜をとりあげ，その特色 

を統託分析で把握しうる範四内ではあるが明らかにし 

た。

C6)

統 計 分 析

1 工程別，製品，用途別再集計結果

大都市住エ混合地帯の代表的存在である柬京の城}II 
地区の工業地帯，その》+>心にある墨III区機械，金属加 

工業の第1 め特徵は，加工物の製品.用途が庚に多様 

なことにある。『工業統計ま』によって，墨旧区に存 

立する金属加工に関速していると推定される業種を拾 

いだしてみても* その多様性はー^ ^して明らかになる《 

例えぱ, その中には，墨ffl区ないしは城東地区の昔; 
ら^0伝統産業<̂ みることのできる，玩具，運動競技用 

具製造業（墨m区内の事業所数igo),医療用機械器具医 

療用品製造業（同6め,建設用建築用金属製品製造業 

(同200) ,ボルト，.ナツト，’リぺツト，小ねじ.木ね 

じ製造業（同21 S )等がある。さらに，最近増加傾向に

.ある, 電気機械器具製造業（同111)等の機械関速の金 

厲加工業も，かなりの数存在している。

. ただ，このような既存の統計から推定される，金愿 

加工業の製品. 用途別の多様性も，庇存の統評を通し 

てj aるだけでは，，正商iな数をも把むことができない。 

既存の統計の業種分類に従う限り，製品.、用途で分類 

された業種の場合，そのに金属製品以外の製品も人 

ってしまい，金属加工を主として行う事衆•所のみをと 

りだすことができないのである。例えば，墨田区の主 

耍虚業の一つである摸楽用品‘ 玩具敷造業の場合，金 

.厲玩具以外に，布帛玩具，プラスチック玩具等も含ま 

れる。製造過程では，別個の集団としてわけて考える 

必要のある事業所群が，一つの業種として分類され， 

製造過程に従って業種分類しえないのである。業種を 

製造過程別に把握1<えない一つの兆型例といえよう。 

つまり，機械，金属加工を行う事業所群を，統計的に

把まえることができないことになる。これらのま業所 

群を一つの集団.層として把すおしようとする研究視角

にとって, 既存統計は不充分極まりないといえる。

以上のことは，全体として，機械，金属加工を行う 

事業所が，どの位存在し，どのような製品，用途のた

表1 , S 田区機械•金属加工業企業從業者規模別事業所数

常時従業者数 4.人以下
B.5人〜9人 10 人"> 1̂9 人 20人〜 . 49人 50人以上 計

事業所数 1,994 695 222 100 48 3,078.
構成比 64.8% 22.6 7 .2 3.2 1.6 100.0

本社の事業所 . 0 4 8 17 19 48
製造事業所 1,994 691 214 83 29 3,030
構成比 65.8 22.8 7.1 2.7 , 1. 0 100.0

注1 . 他に製品. 用途別分類不能19 (0 .6% )が合計に含まれている。また，本社のみ事業所と 

は，製造を行わない本社のみを墨旧区内においている事業所である。
2. 4 人以下の?Jf業所はアンケートのA票に回答し，5 人以± の事業所はアンケートのB票に 

回答している。但 し B票回答事業所に若干の4 人以下のilT業所が含まれている。それゆ 
え本-5Kの5 人〜9人の欄にも，若干の4人以下の事業所が含まれている。以下の各表も同 
様である。これは事業所洛傅と調; 時点とのズレによって生じた。

3 . 本稿の諾表では機械，金属加工業と、う場合, 金属の2 次加工を行うすべての事業所を含 

んでおり，迹業中分類き種の金ぼ製品や各機械製造業以外の業種に分類される事業所も含
' まれていさ。
資料墨W区役所r墨出区中小製造業せ本突態調杏報造1979ギ 1月の原資料の:}?集計結果'，
, 以下ま9 までいずれも同じであるq 、

めに加:！:を行ってい. 
るか，— 切把握しえ 

ないことを意味して 

いる。さらに，同じ 

機械，金属加工とい 

っても，その加工:！： 

© は多様である。『エ 

業統計まJ では， 1 • 
郁で加工工程に従っ 

た業種分類（例えばr 
ね•抜，プレス加工金風 

製品製造業とか製かん 

板金業）も行われて 

いる一方で，前述し 

たよ'うな製品，用途' 
による分類も行われ 

ている。

注（5 ) 墨W 区が行った集計は，日本標準産業分類に従って業® 分類をしてある。それゆえ，既存統計分顔の藤;^をそのままひ 

きつぎ，機械 • 金腐加工寒全体を共通の基準で分類しえないでレる。そのため機械，金属加工業も全体として典通の視角 

カ、ら分類し把廣ナるために, 本搞で行ゥた押^ ^ 1 が必耍不 1̂1义な作業となったのである。

( 6 ) 束京都『東京の; C業J 1977身:版による。

( 7 ) 竹内淳參氏によるr庇辺座-衆J ( 竹内模參n ：J本の機械工菜J I 大明堂，19 7 3 4f-:, p. 1 6 3 ) というとらえ力も，とのよシ 

な班究視ダJの一例といえよう。我々は的内氏のr底辺産菜J というつかまえ方に必ずしも赞成しないのであるが* 独自の' 
故団としてとらえるという考え方は正しい祝設定であると者えている。
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4合 1,994 100.0 691 214 112 3,011 100.0

注（8 ) 來ま都，前掲，による。
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墨Hi区金属プレス加工零細経営の分析（上）

このような機械，金厲加工業の統計的把握の現状を 

ふまえるならぱ，まず何よりも必要な情報は，製品， 

用途別そして加工工程別という二つの分類視免をクロ 

スさせてみて，機械 • 金属加工業の事業所が，どのよ 

うな分野にどれだけ分布している力Vを明確にする統計 

的分析であるといえよう。

このような統計的分析のために必要な資料を，墨ぼ| 
区役所およぴ本塾商学部佐藤芳娘教授の好意により， 

利用する機会に恵まれた。それは, ，墨m区役所が独自 

に 1977年 10月から1 2月にかけて実施した，前述の区 

内の中小工業調査のアンケート原票である。 1 区だけ 

の1977年 1 時点のみの细針結果にはすぎないが,束京 

の城東地区の中心地である墨ffl区について，機械，金 

厲加工業事業所の9 割余を再免-計できるという貴重な 

機会に際会しえたのである。従来この種の試みがほと 

んどなされていないこと，墨m区であること等を考慮 

すれば，大都市の多様な機械，金属加工業の性格を明 

らかにするための基礎的資料として，本稿での集計結 

果は,’ 価値あるものといえよう。

<盤計結梁の概観〉 墨ffl区に存在する機械‘金M/J11 
工業事業所は，ぽ集評の結圾3 ,0 7 8という多数になつ 

すこ(衷 1参照)。墨田区有効回答事業所数8,418の36 .6% 
をしめている。ただし，この数字には， 1 次金属加工 

の事業所は含められていない。また，家具製造業関速 

の金属加工業事業所が，利用し免た原資料の制約から

装備品製

これをぬ

抜けてしまった。しかし，墨田区内の家具， ( 8 )
造業全体で事業所数は184にすぎないので,

かしても，大きな誤差は生じないと思われる。

約 3 千の機械，金属加工業事業所を所有機械から加 

エエ程別に分類した。さらに，それをアンケート0 答 

記入欄 r主な事業内密，製品名」への記入にもとづい， 

て，製品，用途別に分類した。これらを，常時従業者 

規模別にみた表が，ま 2 の a 力、ら1 までの各まである。 

表 2 の作成上の細かい注意点はま2 の注記をみていた 

だきたい。以下では，ま 2 の各まから何が読みとれる. 
かを列記し，墨III区機械，金厲加工業の特色の一面を 

明らかにすると同時に，次の2 での金属プレス加工業 

の分析の前提となる論点を明確にしておくことにする。

〈工程別〉 墨旧区の機械*金属加工業，業所 3,078  
のうち，本社のみで製造す業所を墨ffl区で持たない企 

業を除いた事業所数は3 ,0 3 0である。うち完成品製造 

事業所は324 であり， 1 割強r 纽まっていろ。残りは 

部品製造‘ 部分加:!:の，業所と考えてよいと思われる。

,ただし，分類不能事業所が1 9ある。

部品製造• 部分加工事業所のうち,最も多いのが金 

厲プレス加工事業所で9 5 5あり，全休の'3 割強を占め 

ている。ついで切削加工を主工程とする事業所の613, 
金型製造事業所の2 6 7 ,切断 . 折曲 . 溶接加工の229, 
披金加工の2 0 0 ,金属研磨加工の1 0 6と続いている。 

その他, 表 2 に示しただけで7 つの加工工程で10事業 

所以上存在している。その他として分類した項目に含 

まれる，雑:多な加工工程を主エ© とする事業所も，69 
と数多くみられる(表3参照)。すなわち，墨Hi区内に 

は，金属の2 次加工として存在する加工ェ粗のそれぞ

表3 墨0 区機械，金属加工業加工工程別事業所数

、基^業者数 I 4人以下〔構成比） 5 ~  9 人 I 10〜 19人 I 20人以上 〔構成比）
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れのみを，主たろ工程として斯業括励を営む事業所が， 

ほとんどすべての工程について立地しているとみるこ 

とができよう。通常他の加工工程と合体し同一事業所 

内で行われ，ることの多い，清接加工とか研磨とかがそ 

れ 1̂1体独立し，それのみを行う事業所が数多I く存在す 

るのである。そして，その中心が量的にみる限り金厲 

プレス加工ま衆:所である。

以上の工程別分類は，はぽ機械，▲属加工業全体を 

網羅する分類といえる。既存統計では従来行も、えなか 

った; ,，機械.金愿加工業の工程別という単一視角から 

の分類結果なのである。

〈製品♦用途別の多様性〉 表 2 の各表では，各加工 

:n程別に分類した機械. 金)S 加工ま:業所にっい'て，そ 

の製品 . 用途に従ってさらに分類し，製品*用途の主 

要なものにつ、、て事業所数を示してある。これら各ま 

から明らかになることは，各加工工程とも業主が記入 

し た [主な事業内容，製品名J は種々 す?在し，中分類 

業種レベルでみると，全く舆質な業種にわかれる製品. 
名が記入されているということである。

一例として☆厲プレス加工業をとりあげる。金旗プ 

レス加工業に分類された955の事業所中で最も多い製 

品 . 用途は，電気機械部品を加工している事業所で98 
存在している。ついで，玩具部品加工の81, 袋物媒 

の金具の6 8 ,輪送用機械部品加工の66 ( うちMは自動 

車-部品)，建設業用の金物が6 S ,ライタ一部品が53 と 

なっ，ている。すなわち，最多の製品 . 用 途 で も 1 割 

強の比率を占めるのみであり，5 % 以上を占める製品 

，用途が7 ということになる。墨田区の金属プレス加 

工業は，機械部品から雑貨部品にいたる多種多様な製 

品 . 用途に閲速する事業所群であるといえる（表2の 

a 参照)。

このような多様性は，金属プレス加工業に限られた 

現象ではない。切削加工についてみても，表 2 のb 力、 

らわかるように，産業機器部品加工の8 1 (13.2% )を 

華頭に， 1 0以上の事業所の存在する製品• 用途（2種 

以上記入を除く）は， 7 種類になる。ますこ，ここで「ね 

じ」に’分類され，ている.109 事業所は，製品名に「ね 

じ」と記入されていたことによって，このように分類 

せざるをえなかったのである。『ねじj の性格から^、 

えぱ，眼終的には，建設業用，機械部品用，雜货部品 

バiに使fflされるものとして，さらに分類される必要が

ある。事実，墨田区の「ねじ』事業所.群は，多用途の 

ねじを数造しているのである。また，金鍵製造業（ま 

2 - C )でも同様なことがいえる。記入の仕方に従って 

分類してあるたあ，必ずしも正確な金型の用途別分類 

にはなっていないが，金型製造業も金属プレス加工用 

☆型を製造しているま業所を中心にしているが， ゴ 

ム，プラスチック等の加工のすこめの金型を製造する事 

業所も多数存在している。このような多様性は，表 2 
にかかげたすベての加工工程についていえるごとであ 

る。 ，

■ < 2 種以上の記入，機械部品とそれ以外の部品の記 

X , 加工エ殺のみの記入の多いこと〉 工程ごとに製 

品 . 用途の多様性がみられることとともに, 表 2 で注 

目すべき点は，製品，用途についての記入が2 種以上， 

それも大きく異なる種類の製品名をニつは上記入した 

事業所がかなりの数存在していることである。さらに， 

特定の製品を記入せずに，加工工程のみを記入した策 

業所が多いことも，同時に注0 される点である。

例えば，金属プレス加工業では，機械部品と貨等 

の部品との双方を製造していホと記入した事菜所が，

76 (8 .0% )存在している。その組み合わせが如何に異 

質な製品の組み合わせであるかを示すために表4 をか 

かげておく。また, 雜貴部品のうちの2 極以上を生産 

していると記入したぎ業所と，単に雑貨と製品名を記 

入した事業所とをあわせると，やはり77 (8 .1 % )ある。 

これらに機械部品のうちの2 種以上を記入したま:業所 

と，単に機械部品と製品名を記入した事業所を加える 

と，1 8 1 (19 .0% ).となり， 2 割近くを占めることにな 

る。すなわ>ち，かなりの金属プレス加工事業所が，単 

一■の製品• 庙途の部品加工をt r っているのではなく， 

多種類の部品加工を行っていることを，明示的に示し 

ているのである。この点は，大都市の;r 場密，地帯で 

の機械，金属加工業の特色を把握する上で，重要な意 

味を持つと思われる。特に，多様な受注先を持つこと 

による受をの交定化という，個別経営の指向の一端を 

示す資料としてffi要な意味を持つと思われる。

このはかに，ifiにプレス加工を行っていると記入し' 
r主な4f業内容，製品名•！の欄に製品名を全く記入し 

なかった斯業所が，14S(15.5% )も在在している。こ 

のように記入した事業所の多くは，業主の意識の中に， 

特定の製品•用途の部品を加工しているという考えが

注（9 ) この点についての具体的梭討を，拙稿「金属製造（ネジ挽物）製造業- 
家内労働の51̂情J p. 410, p. 411で行っている。参照のこと。

，城東地区—— J <来京都労働局r旧和52年3 月
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墨m区金属プレス加工零細経営の分析 (上）

表 4 握田区機械金属加工壤で機械器具部品と

雑貨部品の両方を製進している企業の組合せ内容'{1) プレス加工

(2) 切削加ェ

.なく，ただ特定の加工を行っているという考えのみが 

存在する事業所とみることができよう。つまり，<;れ 

ら事業所は，前述の多種類を記入した事業所と同様に, 
M 々の製品のプレス加工を行ゥていると描測される。

いままでみてきた，多種類の製品の加工を行ってい 

るとみられる， 2 種以上記入，機械部品とのみ記入， 

'雑貨部品とのみ記入，工程のみを記入の4 者を加える 

と，プレス加工全事業所の3 分の 1 を上旧る34 .5%
:を占めることになる。この点は他の加工エ捉にもあて 

，，はまり，切削加工について同じように集計すると全事 

業所の32%以上にる。艘金加工では，200 Ji?業所の 

うち48%の 9 6事業所までがこのような存在である。

域-金加工等では，多様な疆類の翦品を加工している 

、ことは，その加工工程の特與からみて当然といえるか

もしれない。し力、し，既存の統計では各翦品ごとに業 

糖分類されている加工工程である切削加工でも，そこ 

に存在する3 割以上の事業所が，特定製品別に業独分 

類のしえない事業所であることは，墨111区のま械，金 ' 
属加工業に対して1 つのIE要な示唆を与えるものとい 

える。すなわち，これらは，製品♦用途に分断され， 

それぞれ银団を形成しているのではなく, 製品.用途 

間でみた場合，流動な存在，相互に直接競帝L てい 

る存在，としてS (解すべきではないかという示唆を与 

えるのである。この点については，続稿の『事例研究」 

を通して，より明確/£形で例誕する予定である。

〈環細性〉 企業の常時従業者の数をみるならば，墨 

田区の機械• 金厲加工業が，全体として’#常に零細な 

事業所で占められていることがわかる。すなわち，本

1 7 1 ( 5 0 5 ) —
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社のみで製造事業所を墨m区に持たな'̂ 、企業を除くと， 

常時従業者が20人以上の企業の事業所は112あるにす 

ぎない。これは，本社のみを除外した肖業所数の3 ‘7 
%である。また，常時従業者4 人以下の零細経営は，

,1 ,9 9 4  ( 6 5 .8 ^ )と約3 分の2 を占めている。雇い人の 

いない業主と家族だけの経営も，を厲プレス加工業で 

6 1 .7 % ,切削加工では49.8%と， 半分ないしはそれ以 

上を占めていろ。

このような墨田区の事業所の零細性は，機械‘金厲 

加工工程にとって，多少の差はあるとしても共通Vこい 

えることである。さらに，これまで機械，余属加工業 

全体としてみてきた中で指摘した特色は，零細経営の 

みをとりだしてみた場合にも，同様にあてはまる特色 

なのである。

〈まとめ〉 最後に，工程別と製品’用途別とをクロ 

スさせて再组計し，その結果得られた特^^を耍約する 

ならぱ，次のようにいえるであろう。

墨田区の機械. 金属加工業は，工程別にも製品，用 

途別にも様々な工程ゃ製晶を担当する事業所の集合体 

である。しかも，製品 • 用途別の多様性は，各加工エ 

殺内の，業-所間にみられるだけでなく，個別事業所內 

でも多様な製品，用途の加工が行われれている例がか 

なり存在じている。さらに，これらの多様性をもった 

機械 . 金属加工業のほとんどが小零細企業であり，零 

細経営が全体の3 分の2 を占めている。つまり，多様 

な機械 . 金属加工業は，零細経営を中心とする小零細 

企業群によって担われているのである。

2. 用途別とによる業種分類にもと工程別と製品 

づく分析結果

1 では，墨田区機械. 金属加工業の工程別と製品， 

ffl途別の多様性を明らかにしたが，多様性は以上の点 

に留まらない。製品 . 用途別にみて多様であることは, 
流通ルートの多様性とつながるように，諸側面での特 

色をもたらすのである。それゆえ， 2 では，墨旧区機 

械 . 金属加工業零細経営の描立の多様性を，存立基盤 

と機能との関係で重要な論点である，受注先とのつな 

がりのあり方を巾心に明らかにしていく ◊なお問題点 

を怖深に'ま現するために，対象を金属プレス加工零細 

経営に狡り，その中で大量に在在する製品•州途の零 

細経きのグループをとりだして，，分析をすすめていく 

ことにする。

<受注先の業熊—— 流通ルト  > 部品製造•部分加 

ェを行っている5{ざ細な金腐プレス加工業経常は,どの

ような衆態の受注先と結びつくととにより受注を確保 

しているか，この点をみたのが表5 である。なお，こ 

の服売ルートの分顏は，墨旧区調查のアンケート項目 

にもとづいている。詳しくは表5 の注をみていただき 

たい。主たるル一ト（販売額の70% 以上を占めているル 

一ト）がどれであるかを，代表的な製品.用途につい 

てみている。

雑貨き《品，機械部品，両者を加工している，という‘ 
三つに大きく分けてみるならぱ，雑貨部品の場合，メ 

一力一および製造問屋を主たる取引ル- ^ トとする零細： 

経営が約半分を占め，下請企業を主たる受注先ルート 

とする零細経営は3 割である。これに対して，機械部： 

品の場合，下請企業を主だる受注先ルートとする零細 

経営が3 分の2 を占めている。両者を加工している， 

細経営の場合はその,中間である。また，どの分類でも， 

5% から10%の零細経営は，いずれの流通ルートも販 

売額の70% 以上を占めるに至っていない。

雑貨部品をさらに玩具部！?ロ參に分けてみるならぱ； 

製造問屋.メーカールート中心の玩具部品と袋物頼の 

金具の零細経営と，下請企業中心のライタ一部品零細 

経営，両者の比重が同じ位の雑貧部品2種以上加工零 

細経営とにわけられ，それぞれの特徴がみいだされ,る。 

機械部品には，その内部の3 分類で大きな差異はみい 

だされない。 '
. 以上みてきた事実から，以卞のようにいえるであろ 

う。まず第1 に，製品，用途別に分けてみた場合，主 

たる流通ルートには大きな差與が存在するといえる。

ポ 2 に，各製品，用途内では，中心になる主たる流通’ 
ルートは存在している，が，必ずしもそれが庄倒的部分 

を占めているわけではなく，最大でも， 3 分の2 弱に 

窗まっている。いってみれぱ，各製品•用途内でも多 

様な流通ルートが存在しているということである。第 

3 に，主たる流通ル一トをもたな'̂ 、経営が少数だがあ-. 
る.ということは，個別零細経営としても，いくつかの， 

'流通ルートとつながっている場合が，無裸レえないこ- 
とを示唆している。 つまり，流通ルートについては， 

製品 . 用途こ•とに異なることが示唆され，しかも各製 

品 . 用途の各経営内で1 本化されていると必ずしもい 

えないことが推測される。墨田区の射萬プレス加工暮 

細経営の存立の複雑さの一端が!̂ ‘现されているといえ. 

ょぅ。

さらに，常時/従業者5 人から9 人の経営を，以上の' 
零細経営（4 人以下）と比較すると，大きな相違が存 

在する。すなわち，雑貨部品，機械部品2 クともに,.
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5 13.9
0 0

32 100.0
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9 100.0

合 7& 187 45.2 159 38.4 37 8:9 414 100.0

(注） 販売先企業の業態は, 墨m 区調査の調査票の分類に塞づいている。調査票では，A . 商社.問屋，B. メーカー.製 

造卸，製造問屋，C, AやB の下請業者，D .小売業者，E .直接の需要家eg•公庁や消費者)，F . その他。（墨III因附每 

書P. 4 7 7 )の6項目にわけ内容を求め't いる。本表では，そのうち回答の多かった3 項目のみをとりだし集計してある。

下請企業を主たる流通ルートとする経営が大幅に減る 

'ということがある。さらに，機械部品の場合，いずれ 

も70% 以下で主たる流通ルートを持たない経営が，

3 割近くにiill加している。雑貨部品では商社ル一トが 

太きく增えていることが目立つ。いずれにしても，常 

時従業者4 人以下の零細経営と，それ以上の規模の経 

営とでは，流通ルート上でも差異が存在し，同一の層 

とし't；まとめて考察しがたいことが示唆されをのであ 

る。， '■
く受注先企業の地域分布〉 流通ルートの差異と多様 

性 'を前項でみたのであるが，本項では，受注先;iJi業の 

地域別分布が，製品，用途別にみて，どのように興な 

っているかを明らかにする。地域別分布をみるにあた 

って，ま 6 —  a では，墨旧区内すなわち同一区めに受 

注先企業数の70%以上が存在する場合と，50%〜69 
%である場合，それに1 企業も墨旧区内に受注先企業 

を持たない場合とについて示してある。ま 6 — b では, 
墨田区，その他の城JR地区 ODir, m , 江戸川，足&  
荒川の各区)，中央地区（台束，文京，中火，千代IHの客区)） 
に存在する受注先企業数の合計が，受注先全企業数の

注（10) 墨山区，前揭，p. 482による。

何バーセントを占めるか f十算し，，表 6  —  a と同じパタ 

一ンで7TCしてある。 .
ここでも，.機械部品加工零細経営と雑貨部品加工零 

細経営とでは，大きく分布バターンが異なっている。 

零細経常の☆地区である墨!]a区内に受注先企業を持た 

ない零細経営の比率が，機械部品では3 7 .4 % と3 分 

の 1 を越えているのに対し，雑貨部品では25.5 % と 

4 分の1 に借まっている。さらに， 3 地区合計でみた 

場合，機械部品加工零細経営では，12.9% の経常が 

当該地区めに受注先企業を持たず，その他に受注先企 

業の半分以上が3 地区以外にある零細経営も，5.8%  
存在している。すなわち，機械部品加工零細経営の場 

合，約 2 割の経営が，自経営の立地している区および 

その近接諸区以外に過半の受注先企業を持っていると 

いうことになる。これに対して，雑貨部品加工零細経 

営の場合は，受注先企業の過半が地区内にある経営が 

9 7 .3%とほ:とんど全部をtiiめているのである。

以上の結圾は，機械部品加工零細経當の方が，雑货 

部加工零細経営にくらべれぱ，受注先企業の分布が 

城東地区に限定されず, より広脑回化しているこ.とを
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'a卿辦ゅH激ぜぉ-3•嫌被料微mmも辦を?微基達

表 5 墨田区全厲プレス加エ零細経営の販売ル ー ト (れルートへの販究額が販先額計、
レ)70%以上をi»iめる企業比If? )

墨ra区金属プレス加工零細経営の分 析 （上)

1

220
80
57
42
41
139
14
75
50

49
;1•こ
；3.5 
13.C

26.7
22.0

0
 

1

6
 

4
 

7
 

1

4

 

3
 

1

134

17

3.J 
7.! 
7. 
4 ‘

14

t
a 

1

1

9



品
品
货
，

部
部

5

合 
ぢ組 

货
械

5
5

の
 

成n
S

雑
機
機
部

B . 常時従業港5 〜 9 人

100.0 
100.0 
100.0 
100‘0 
100.0.
100.0
100.0

J 0 0 . 0
100.0
100.0

42.3
48.8
26.3 
59*5 
34.1

31‘7
21.4
40.0
22.0  
42.9

100.0

100.0

100.0
5 15.6
1 2.8
2 '  22.2

56 25.5
12 15.0
27 47.4
9 21.4
8 19.5
52 37.4
.6 42.9

24 32.0
22 44.0

9 - 16.1

38 17.3
14 17.5

5 8.8
5 11.9

14 34.1
29 20.9
3 21.4

15 20.0
11 22.0

17 30.4

A . 常時従業者4 人以下

1 . 雑 货 部 品

う ち W- 
袋 物 金 提  
ラ イ タ ー  
2 棟以上記入

2 . 機 械 部 品  
うち（2 補以上記入

電 機 械  
.輸送m 機械

3 . 機械部品と雑贷 
部品の組合せ

2
 

6
 

9

3
 

3

100.0
100.0
100.0

11

0

3.1
30.6

0

28.1
16.7
22.2

B . 常 時 従 業 5 〜 9 人

1 . 雑 ，货 部 品
2 . 機 械 部 品

3 . 機械部品と雑は 
部品の組/^"せ

0 

* 

9 

6 

2
 

0
 

7
 

2
 

1
 

3
 

4
 

5

.

0
 

5
 

2
 

8

T

0 

4

4
 

1

1

V

I

5

100.0 
]00.0  
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 

100.0 ' 

100.0 
100.0 
100.0

4 1.8
2 . 2.5
2 3.5
0 0
0 0
18 12.9
3 21.4

10 13.3
5 10.0

2 3 .6

16 7 .3
4 5.0
3 5.3
2 4.8
7 17.0
18 12.9
3 21.4

10 13.3
5 10.0

5 8 .9

A . 常時従業者4 人以下

1 . 雑 货 部 品  

うち{玩  具
袋 物 金 具  
ラ イ 夕 一  
ン袖以上記入

2 . 機 械 部 品  

うち/̂  2,棟以上記入
. U  機械

1输送川機械
3 . 機械部品と雑贷 

部品の机合せ

合 f i . 6.5 10.4 34 44.2 77 100.0

合 計 161 38.8 84 20.2 117 28.2 415 100.0

,

b . 販壳先企業数に, める墨lil区および近接区に立地する販売企業比率

な 計 44.2 17 ■22.1 12 15.6 77 100 , 0 .

(注）ここでいう近梭区とは，わ:}!)；, - 爲飾，江戸川，化立，能I I I , 台i l i ,文iK, «い央，-T-代はIの9 区をさす。

-~ -174(866)

合 341 82.2 9.4 24 5 .8 415 100.0

製品

墨W区および近 

川 途 別 ■ ^躯 牌

70% 以上 

事業所数（比率％)
50 〜70%

業所数（比率％)
0 %

.ずシ紫所数（比ギ％)
0 答事業所数 

事業所数（比率％)

r三田学会雑誌_! 72巷 6 号 （19?妳 !2月）

しまうが, 墨旧区の金属プレス加工経営の受注先は* 
城東地区をこえて広がっているといえるのである。葉

示すといえよう。城東地区に旧来から存在する雑貨関 

速の仕事は，城東地区という飾M内にはぱおさまっす

表 6 墨田区金属プレス加工零細経営の販売先の地域分布

a . 服売先企業数にめるぽ【U区内服壳化企業数の比率別

墨111区内比ギ-
製品•川途別

70% 以上 

3ト業所数（化ギ％)
50 〜70%

ミHま所数（比率％)
0 %

，|い紫所数（比率％)
1D1答事業所数 
紫所数（比率％)

1

-

2
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57
42
41
135
14
75
50
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1
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92.5
87.7
95.2
82.9
68.：

57.1
68.0
72.0
85.

51
36



32 100.0
36 iOO.O
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B

220 100.0
80 100.0
57 100.0
42 100.0
41 100.0
139 100.0
14 100.0
75 100.0
50 100.0
56 100.0

A . 常時従業者4 人以下 
1 .

うち
货 部 品

具
袋 物 金 具
ラ 4 夕 一

2補以上記入

2. 機 械 部 品  
うら 2描以上記入

m 機械  
■、輸送用機械

3 . 機械部品と維货 
部品の組合せ

合 r'十 9.1 18 23.4 67.5 7,7 100.0

合 計 133 32.0 173 41.7 109 26.3 415 100.0

(注） 「主な取引先• 販売先j につ'̂ 、ての0 答企業数でみで、る。

注( 1 1 ) 壊m区，前掲，P . '182. ,
—— 175 (5び ）

墨旧区金属プレス加工零細経営の分析（上）

主が直接加工作業に従事している零細経営で，このよ 

うに受注先が近接E を越えて広がっていることは，か 

なり遠方からの仕事も吸引する力が零細経営にあるこ 

とを予想させると、、う意味で，重要な意味を持つ事実 

である。

く販売先企菜数〉 金属プレス加工零如!経営が，何企 

業位の受注先を持っているかという点を明らかにする 

ために，ま 7 を作成した。この表7 から読みとれる第 

1 の点は，零細経営といえどもr主な取弓I先 •販売先 

の社^ * !が 1 企業のみと回答した経営は少数派であり, 
多くの零細経営は複数の[主な取弓I先 ，販売先J の存 

在を回答していることである。これを製品.用途別に 

みても，ライタ一'部品加工零細経営を.唯一の例外（1 
企業のみが5 4 .8 % )として，他にはいずれもあてはま 

る。零細性が特に強い玩具部品加工零細経営（雇い人 

のいる零細経営がSO軒中9軒にすぎない）でも，70%以上 

の経営が， 2 企業以上の受注先を持っていると回答し 

ている。

このように，旧来，問屋やメ一カーの専愿的下請性 

が朔かったと思われる雑货部品を加工している零細経 

営をも含めて，いわゆる [お店専属_]は少数を占めろ 

にすぎないのである。なお, 墨ffllE：のアンヶ一ト貧問 

票では，r主な_!取弓I先を聞いている。それゆえ， 1

企業専属，100% 業からの受注という本来的な琪 

属ぎ細経営は，ま 7 で r主なJ 取引先が1 企業と回答 

したぎ細経営より少数であると思われる。.この点を注 

意する必要があろう。

蓉細経営の多くが廣数の「主な』受注先企業を持っ 

ているということは，個別受注先からの受注量の不安 

定性が存在する場合の，個別零細経営内での対応策と 

して，重要な位fSを占めてくる。このような関速も， 

『事例研究」で追求される点の1 つである。

〈下請の有無〉 これまで零細経営の受注先とのつな 

がりの形態、をみてきたが，以下では零細経営自体が-発' 
注者として下請利爪していのかどうかをみることに 

する。この点は，零細経営自体は必ずしも下諸の末端 

に位置するわけではなく，零細経営相互の取引関係を 

持ち，下請利fflを行っている経営も多いことを確認す 

ることにつながるといえる。

衷 8 でわかるように，零細経営の下請利用の有無は, 
製品，用途別に大幅に異なっていそ。しかし平均して 

みると，機械部品加工，雑貨部品加工の’いずれの霖細 

経営も，30% 前後の経営が下請利をしていると回答 

してV、る。また，雇い人のいないr家内労働J 的零細 

経営でさえ， 4 分の 1 強の経営が下請を利用している 

ilJまは，注目に値する。 1 人でも他人を雇うことので

表 7 墨旧区金属プレス加工零細経営の販売先企業数

販究先企業数

製品，用途別

1 企業 
事業所数(比ホ％〉

2 〜3 企業 
事業所数(比率％)

4 企業以上 
業所数(比ホ％)

101答事業所 
事業所数(比率％)
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1 . 雑 货 部 .品

2 . 機 械 部 品

3 . 機械部品と雑贷 
部品の組合せ

5
 

9
 

7
 

2 

2

5
 

9

Q

-

1

-

0

^

2
 

7
 1

4

 
3
 

5
 

2
 

3

合 計 61 78.2

B . 常時従業者5 〜 9 人

裂品 . 川途《iT こボ業所数（比审％)

19 54,3 35 69
2 22.2 9 16
8 72.7 11 29
3 60.0 5 8
6 60.0 10 16
14 56!o 25 41
2 100.0 2 8
4 50.0 8 16
8 53.3 15 17
7 50:0 14 19

{注）Aの雇い人の有無は，業主.家族従業者 
以外の常時従業者か存在しているかどう 

かによって区別した。 .

217
80
54
42
41
139
14
75
50
56

雑 n 部 品  
うら/玩 具

m 物 金 具  
ラ イ 夕 ー - 

、2 種以上記入

2 . 機 械 部 品  
うち/̂  2 植以上記入

HE $ 1 機 械  

、輪 送 機 械
3 . 機械部品と維贷 

部品の組合せ

注(12) 盛III区，前海P. 482による。

—— 176(5…

合 計 26.3 338 54.1 74 129 31.3 412

学会雑誌」ァ2巻 6 号 （I979年I2月）

きる位の仕事を受注している零細择営では，零細経営 

といえども半分以上が下請を禾yfflしているのである。

プレス機械により部品の部分加工を行うのみの零細 

経営が，下請を利用している場合が，かなり存在して 

いるということは，これらの零細経営を，零細経常に 

対する発注者にとってのよなる外業部として全くの事 

実上の従属的資労働者としてみることができyi：いとい 

うことを意味していよう。すなわち，これらめ零細経 

営は，仕事を特定親金業のみからあてがわれ，それを 

自らだけでこなすだけの存在でない。先の専属性の 

検討と同様に,零細経営側の独自の対応の余地の存在 

を示唆するものといえるの‘である。

ことに，雑貨部品関連でも，下請利fflぎ細経営が30 
%以上みられるという.ことは，これらの零細経営が， 

雑貨の製造問屋. メーカ一等に:属し仕事をあてがわ 

れる職人としては理解しえない側面を, ’保持し1:いる 

ことを示しているふいえる。

〈下請の地域分>ffi> 金腐プレス加工零細経営が利用

している下請は，どのような地域に分布しているかを 

示したのが，表 9 である。下請を利しているぎ細経 

営のほぼ半分の経営が，卞請経営の70 % 以上を同一 

区内すなわち墨ffl区内に持っている。塵旧区以外の城 

康池区（台柬，江本，m m 足立， 川，江戸川の各(区がこ 

こでは合まれている）も含めてみてみると，雑貨部品加 

エ零細経営では，下請を利用している経常の95% 以上 

が，下請経営の7 0 % 以上を城束地区内に持^0ている 

ことになる。同様に機械部品加i 零細経営についてみ 

ると，90 % 以上が，やはり下請経営の70 % 以上をこ 

の地区内に持っている。

これら0 事英は，零細経営の下請は，発注側が外注 

を主たる業務とする従業者を持ちがたい零細経営であ 

るために，中小企業の下請の場合よ.り近接した地域に， 

存在する必要があるととを反映しているといえよう。 

同時に，零細経営といえども，同一区内だけでなく隣 

接区にまで下請をもちうることをも，とれらの事まは 

意味している。すなわち，零細経営間の取弓I関係は，

表 8 墨田区プレス加工群細経営の下請発法の有無（下請の有る経営比率）

A . 常時従業者4 人以下 '

製品，ffl途別

. 雇い人無し

卞請の有る零細経営 

事業所数（比率％)
0 答 

事業所数

b . 雇い人有り

下諸の有る第細経常 

4レ業所数（比率％〉

0 答 
紫所数

計

下請の有る零細経営 
事業所数（比率％〉

0 答 
事業所数
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合 計 45.9 61 90.2 61
(法）ここでいう近接区とは，台来，江束，葛飾，足立，荒川，江戸川の6 区をさすe

词ー区内（墨H!区内）を中心とU てはいる力' ; ,近接区ている零細経営も，その存在が確認されたのである。

にもひろがっているといえよう。これらは，密集して 

存在する金属プレス零細経営のつながりの錯綜ぶりの 

'一ま現といえよう。

3 . 分析結果の要約

1 と2 で受注先，外注先とのつながりの形號を，統 

計的に明らかにしてきた。ここで，そこから得られた 

.墨田区機械 . を属加工業零細経営の特色（特色の1から 

3 ) と金属プレス加工蓉細経営の特色（4 から7 ) を， 

整理し耍約しておく。

特色の第1 は，何よりも靈旧区の機械，在属加工業 

め圧倒的部分が，部品の部分加工を主とするごく零細 

な経営から成りたっているということである。

第 2 は，墨旧区機械*金属加工業における工程別， 

製品，用途別の多様性である。雑貨と機械の両者の部 

品 ，部分加工が存在するという意味で，特にこの多様 

，性は強調される必要がある。

第 3 は，製ぜ, * 用途別の多様性が，零細経営間に存 

在しているのみなら-f’，個別零細経き内で複数の興な 

る製品 . 用途の部品.部分加工が行われるという形で 

存在してV、ることである。.アンケートへの記入から得 

られる限りでは，このような常細経常が多数を占めて 

'いるとはいえないが，無視しえないだけの数は存在し 

ている。しかも，雑貨と機械とのPi者の部を加工し

第 4 は，零細経営の受注先企業の業態、が多様である 

t と"̂ あ̂る。製品，用途別にかなりの差異がありなが 

らも, 各製品 . ffl途内でも多様性が存在している。

第 5 は，受注先企業の地域的ひろがりについて, 城 - 
東地区と中央地区を.中心にしながらも，製品.用途別 

に差異が存在することである。殊に，機械部品加工零 

細経営の受注先企業は，上述の範囲を越えてひろがっ 

ている，といえる。

第 6 は，零細経営といえども，特定受注先企業1 企 

業に導廣している経営は，少数派であるということで 

ある。

第 7 は，零細経営の3 割前後が下講を利用し，しか 

も，利用先下請経営が墨III区をこえてひろがっている 

ということである。

以上， 7 点にまとめられた特色から墨田区の後械， 

金腐加工業ことに金属プレス加工零細経営は，多様な 

形で大量に存在し，しかも零細経営間のつながりを持 

っていることが示唆されるといえよう。

4 . まとめにかえt —— 統計分析の位置

統計分析から叨らかにされた，舉m区金腐プレス加 

エ零細経営の大量存在と多様性は，これらの零細経営 

の存立条件と機能という観点から考える時，どのよう 

に理解されるべきであろうか。

vn ( s 6  め

合 計 72 55.8 129 122 94.6 129

墨m 区金属プレス加工'ぎ細経営の分析（上）

表 9 II田区金厲プレス加工零細経営め下請企業の分布

a . 下請企業の有る零細経営 
中70% 以上の下請企業を墨旧 

区内に持つ零^細経営の比率

b . 下請企業の70% 以上を墨 
ra区ねよび近接区に持つ，細 
経営の比率

製品'用 別
墨D1区内70% 以上 
» 所数（比率％》

下請の有る 
?1̂ 業所数

m m  . 近後区70% 以上 
事 業 所 数 （比45%)

下請の有る 
事業所数
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この点を.考えていく上で，まず明らかにされねぱな 

らないことは，次の点であろう。すなわち，金厲プレ 

ス加工零細経営全# :としてみるならば，大量に存在し， 

多様性に富んでいるということができる力';,これらが 

各個別金属プレス加工ぎ細経営のどのような状況を反 

映しているのかということである。さらに，零細経営 

間での取弓I関係の存在が確認されだが，この取引関停 

セ，、, 具体的にどのような形態をとり，’どのような機能 

を来たしているかという‘ことである。

このように個別具体的なレペルまで踏み込んだ研究 

とくみあわされて，上述のはぱ金数に近い零細経営の 

調5^によって，得られた統計とその分折結果の意味と位 

置が，明確イされるのである。

例えぱ,金属プレス加工零細経営全体でみて多様で 

あることは，金属プレス加工業自体が，製品.用途别 

に明確に分断された，バラバラの零細経営(製品•用途 

別にはまとまった後向として把えられるとしても）の集合体， 

すなわち，統計的業種分類上人為的ミに集められた相 

互に直接競争関係のない集:団と解釈するこ,とも可能で 

ある。もちろん，我々はこのような理辦に立つもので 

はない。墨旧区金厲プレス加工業の多様性は，一部を

統計分析から伺うことができもように，個別経営内で 

の多様性をも反映しているのである。また，製品.用 

途別に零細経営は明確に分類されうる存在ではなく， 

製品 • 用途別にみた場合,きわめて流動的な励きを示 

す存在である。つまり，各加工工程内では，P 品 ‘用 

途によって分断されることな'く, 相互にlii接競令しあ 

う零細経営のお団なのである。我々はこのような仮説 

的立場にある。さらに，このような個別経営の製品， 

用途別にみた多様性と流動性こそが，東京の金厲プレ 

ス加エ零細経営の存立条件とま能☆反映していると考 

えている。

しかしながら，. このような点に:0 いては，本稿のよ 

うなマクロ的統計分析からは，これ以上究明すること 

ができない。この点で必要な分析は，個別事例の'檢討 

を積み重ねることである。それゆえ, 稿を改め r事かI: 
研究」を行うV とによって，以上の点の例誕を行い， 

そこ力、ら，どのような大都市金属プレス加工ぎ細経営' 
の存立条件と機能が把揮されるかを，示して'いくこと 

にする。（続く）

(経济学部助手）
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